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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成22年4月2日(2010.4.2)

【公開番号】特開2009-269019(P2009-269019A)
【公開日】平成21年11月19日(2009.11.19)
【年通号数】公開・登録公報2009-046
【出願番号】特願2009-89079(P2009-89079)
【国際特許分類】
   Ｂ０２Ｃ  18/06     (2006.01)
   Ｂ０２Ｃ  18/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０２Ｃ  18/06    　　　Ａ
   Ｂ０２Ｃ  18/16    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月15日(2010.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】シュレッダの細断媒体片回収機構
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　投入されるシート状媒体を細断して生じた細断媒体片を回収するためのシュレッダの細
断媒体片回収機構であって、
　回転軸を略水平に配し前記回転軸周りのスクリュー溝を表面に有してその上に落下して
くる前記細断媒体片を前記回転軸方向の一端部に寄せ集めるスクリューと、
　前記回転軸を含む一面内において回転自在となるように軸支されその外周面に突起を与
えられた円盤状の圧縮ローラと、及び、
　前記一端部から落下してくる前記細断媒体片を回収する回収室部と、を含み、
　前記圧縮ローラは、回転すると前記突起の先端を前記スクリュー溝内に位置し得るよう
にして前記一端部近傍に取り付けられていることを特徴とするシュレッダの細断媒体片回
収機構。
【請求項２】
　前記圧縮スクリューと前記圧縮ローラとの間の箇所又はその近辺に液体を与える注液機
構を含むことを特徴とする請求項１記載のシュレッダの細断媒体片回収機構。
【請求項３】
　前記細断媒体片を前記一端部近傍を除いた前記スクリューの上に落下させる壁部を含む
ことを特徴とする請求項１又は２に記載のシュレッダの細断媒体片回収機構。
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